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大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

長
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン
皆
様
こ
ん
に
ち
は 

キ
ー
エ
ル
ヴ
ィ
ー
フ
ァ
ル
タ
ス 

ご
機
嫌
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

日
増
し
に
、
涼
し
く
な
っ
て
行

く
よ
う
な
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。 

長
月
月
次
祭
に
、
大
勢
の
方
達

が
、
ご
参
拝
し
て
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
月
は
、
長
寿
の
方
達
を
寿

ぎ
、
祝
詞
を
奏
上
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。 

亀
岡
で
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
普

及
会
創
立
百
周
年
記
念
行
事
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
瓜
生
さ
ん
・
畠

山
さ
ん
・
森
明
人
さ
ん
が
参
加
さ

れ
て
い
ま
す
。 

東
海
教
区
で
は
、
八
月
二
十
六

日
・
二
十
七
日
と
三
河
本
苑
で
、

葬
祭
研
修
会
が
、
本
部
霊
祭
課
課

長
出
口
飛
鳥
様
を
講
師
と
し
て
開

催
さ
れ
、
名
古
屋
か
ら
は
三
名
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
真
新
し

い
ご
神
前
で
諸
道
具
の
飾
り
付
け

を
終
え
て
、
装
束
の
着
付
け
を
し

て
い
る
と
き
に
講
師
が
お
見
え
に

な
り
ま
し
た
。 

招
魂
式
の
修
祓
で
は
、
講
師
の

方
々
の
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、

統
一
し
た
動
作
が
な
く
本
部
と
し

て
の
統
一
し
た
見
解
を
お
願
い
致

し
ま
し
た
。 

八
月
末
、
聖
地
で
は
神
集
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
十
七
日

昼
前
に
、
綾
部
に
着
き
、
松
香
館

で
く
つ
ろ
い
で
い
た
ら
名
古
屋
か

ら
三
名
の
方
も
参
拝
に
お
見
え
に

な
り
ま
し
た
。 

神
集
祭
は
旧
暦
七
月
六
日
か
ら

七
月
十
二
日
ま
で
、
今
年
は
八
月

二
十
一
日
初
日
で
二
十
七
日
が
最

終
日
で
し
た
。 

こ
の
期
間
は
神
々
様
が
地
の
高

天
原
に
神
集
わ
れ
て
一
ヵ
年
中
の

経
綸
に
つ
い
て
神
議
せ
ら
る
る
大

切
な
神
事
で
あ
る
、
一
般
の
願
い

事
は
決
し
て
し
て
は
な
ら
な
い
と

お
示
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

三
十
一
日
に
は
、
農
業
セ
ン
タ

ー
跡
地
の
入
札
が
有
り
大
本
が
無

事
に
落
札
致
し
ま
し
た
。 

九
月
三
日
の
聖
地
月
次
祭
で
は
、

教
主
様
の
御
礼
の
文
章
が
本
部
長

か
ら
代
読
が
あ
り
、
そ
の
文
章
を

お
話
し
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
文

面
の
掲
載
は
印
刷
致
し
ま
せ
ん
。 

こ
の
二
十
三
日
・
二
十
四
日
は

名
古
屋
分
苑
で
祭
式
講
習
会
と
葬

祭
研
修
会
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

既
に
東
海
教
区
の
方
達
よ
り
参
加

申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
申

込
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
本
日
中

に
記
入
を
お
願
い
た
し
ま
す
。 

十
月
に
入
れ
ば
、

直
心
会
の
聖
地
献

労
と
、
お
松
の
植

樹
場
所
の
草
苅
が
あ
り
ま
す
。 

秋
の
大
祭
は
城
北
分
所
が
、
執

行
委
員
長
で
副
が
半
田
会
合
所
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
部
講
師
と
し

て
山
田 

歌 

様
が
お
見
え
に
な

り
ま
す
。 

十
八
日
は
、
霊
界
物
語
全
国
一

斉
拝
読
会
が
あ
り
ま
す
。 

月
末
で
は
、
誠
心
会
聖
地
献
労

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
金
竜
海

の
島
々
の
お
宮
様
の
清
掃
は
勿
論

で
す
が
、
島
の
草
苅
を
行
い
ま
す
。

島
に
は
、
ス
ギ
ナ
が
根
を
張
り
遠

く
か
ら
は
何
気
な
い
よ
う
で
す
が
、

現
場
に
行
け
ば
厄
介
な
ほ
ど
、
根

を
張
っ
て
い
ま
す
。 

明
日
は
、
三
重
香
良
洲
神
社
の

中
遷
座
祭
が
夜
二
十
時
か
ら
執
行

さ
れ
、
教
主
様
が
ご
臨
席
さ
れ
ま

す
。
教
主
様
は
十
九
時
過
ぎ
に
は
、

ホ
テ
ル
を
出
発
さ
れ
十
九
時
半
迄

に
は
、
到
着
さ
れ
最
後
ま
で
祭
典

に
参
列
さ
れ
ま
す
。 

祭
典
は
、
お
香
良
洲
神
社
の
方

達
で
行
わ
れ
、
ど
の
位
時
間
が
要

す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
、
祭
典

の
途
中
で
帰
宅
さ
れ
て
も
良
い
と

の
事
で
す
。 

本
日
の
参
拝
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

九
月
二
日
（
土
） 

参
拝
者 

二
十
二
名 

斎
主 

 
 

五
十
川
松
子 

祭
員 

 
 

森 

テ
ル
子 

祭
員 

 
 

畠
山 

亜
美 

 
進
行 

 
 

高
嶋
フ
ミ
子 

●
月
次
祭
・
長
寿
感
謝
祭 

九
月
十
七
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
五
名 

斎
主 

 
 

飯
田 

和
彦 

祭
員 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

堀 

健
太
郎 

祭
員 

 
 

仙
頭 

志
音 

裏
方 

 
 

青
山 

将
士 

典
礼
長 

 

小
林 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

澤
田 

 

淳 

伶
人 

 
 

長
谷
川
美
枝 

進
行 

 
 

菱
川 

義
英 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 

 

こ
と
ほ 
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祭
典
後
、
長
寿
の
皆
様
に
は
直

心
会
よ
り
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

米
寿 城

北
分
所 

 
 

山
田 

頼
子 

弥
富
支
部 

 
 

加
祥
阿
佐
子 

喜
寿 神

ノ
倉
分
所 

 

山
田 

謙
三 

神
ノ
倉
分
所 

 

中
野 

幸
夫 

神
ノ
倉
分
所 

 

石
原
美
代
子 

神
ノ
倉
分
所 

 

関
原 

教
善 

神
ノ
倉
分
所 

 

佐
藤 

桂
子 

名
古
屋
東
支
部 

土
田 

泰
子 

弥
富
支
部 

 
 

夏
目
千
恵
子 

北
一
支
部 

 
 

森 
 

順
子 

さ
わ
や
か
支
部 

天
野 

静
子 

さ
わ
や
か
支
部 

鈴
木 

克
彦 

一
宮
支
部 

 
 

立
元 

 

修 

一
宮
支
部 

 
 

櫻
井 

朝
子 

分
苑
直
属 

 
 

森 
 

悦
子 

●
誠
心
会
活
動
報
告 

誠
心
会
長 

畠
山 

茂 

九
月
十
七
日(

日) 
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
普
及
会
創
立
百
周
年
記
念
行

事
が
行
わ
れ
た
亀
岡
天
恩
郷
に
於

い
て
愛
善
歌
の
合
唱
に
参
加
し
た
。 

 
 
 

Ｅ
Ｐ
Ａ
創
立
百
周
年
記
念
祭
典
、

大
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
歌
祭
り
、
記

念
講
話
と
続
き
懇
親
晩
餐
会
の
席

に
て
各
部
会
の
合
唱
の
中
「OO

RO

」

黄
金
を
誠
心
会
員
で
合
唱
さ
せ
て

頂
き
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者 

瓜
生
、
畠
山 

※
歌
祭
り
に
堀
さ
ん
ご
夫
妻
が
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
で
献
詠
歌
を
投
稿

さ
れ
ま
し
た
。 

●
祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会 

九
月
二
十
三
・
二
十
四
日
に

本
部
よ
り
出
口
拓
生
先
生
を
講

師
に
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
た
。

岐
阜
主
会
五
名
・
三
重
主
会
三

名
を
含
む
二
十
五
名
が
参
加
し
た
。 

 

祭
式
講
習
と
葬
祭
研
修
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
熱
心
に
実
習
し
、
四
名
が
実

技
試
験
に
臨
ん
だ
。 

言
葉
の
力 

そ
の
⑫ 

 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

「
言
葉
の
力
」
シ
リ
ー
ズ
も
十
二
回

と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
完
結
で
す
。
こ

れ
ま
で
は
色
々
な
人
の
言
葉
を
引
用

し
て
き
ま
し
た
が
、
締
め
は
「
逆
も

真
な
り
」
を
書
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

こ
と
わ
ざ
に
『
口
は
災
い
の
も
と
』

『
沈
黙
は
金
』
と
あ
り
ま
す
、
ど
ん

な
名
言
・
金
言
も
身
に
着
い
た
（
上

面
だ
け
で
な
い
）
言
葉
で
な
い
と
、

却
っ
て
災
い
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

東
北
の
大
震
災
の
後
、
被
災
さ
れ

た
方
に
『
頑
張
っ
て
下
さ
い
』
と
云

う
言
葉
は
禁
句
だ
と
聞
き
ま
し
た
。 

つ
い
口
先
か
ら
出
て
し
ま
い
そ
う 

な
言
葉
で
す
が
、
被
災
さ
れ
た
方
々 

 

の
心
情
に
心
の
底
か
ら
寄
り
添
え
な

い
限
り
思
い
は
伝
わ
ら
な
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。 

「
目
は
口
程
に
物
を
言
う
」・
・
・
温

か
い
眼
差
し
と
黙
っ
て
寄
り
添
っ
て

あ
げ
る
こ
と
の
方
が
言
葉
よ
り
、
よ

り
一
層
相
手
の
方
の
心
の
支
え
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

寡
黙
が
良
く
て
饒
舌
が
い
け
な
い

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
私
た
ち
が
何

気
な
く
発
す
る
言
葉
に
も
常
に
責
任

が
付
い
て
い
る
と
云
う
こ
と
を
自
覚

し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
を
総
括
し
て
み

る
と
、
世
界
平
和
を
望
む
私
達
に
求 

 
め
ら
れ
て
い
る
の
は
『
言
心
行
の
一 

 
 

致
』
だ
と
改
め
て
悟
ら
せ
て
頂
き
ま 

 

 

 

          し
た
。 

私
も
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
人
様
に
言

葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
ま
で
の
域
に

達
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
霊
を
磨
き

つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
心
に
響
く
言
葉 

を
探
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
【
完
】 

行
事
予
定 

十
月
十
五
日
（
日
） 

秋
季
大
祭
・
秋
季
合
同
慰
霊
祭 

午
前
十
時
よ
り 

 

十
月
十
八
日
（
水
） 

 
 

霊
界
物
語
一
斉
拝
読
会 

十
月
二
十
八
・
二
十
九
日
（
土
・
日
） 

 
 

誠
心
会
献
労
奉
仕
（
綾
部
） 

十
一
月
四
日
（
土
） 

 
 

月
始
祭
・
開
祖
大
祭
遥
拝
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

 


